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伝統建築工法「在来軸組工法」で必要な
『角のみ』の海外展開に向けた生産システムの高度化

▲

製造原価の低減

▲

工程作業時間の短縮

ものづくり技術
CRAFT 株式会社 中橋製作所　丨　事業分野：金属製品製造業　技術分野：精密加工　丨　設備投資

［事業計画名］

　日本の伝統建築工法である在来軸組工法の「ほぞ接ぎ」で欠かせない「角のみ」を新興国に展開する
ため、工程集約・24時間稼働する革新的生産システムを構築し、品質向上、リードタイム短縮、価格競争
力を強化し、顧客獲得につなげる。

　㈱中橋製作所は木材に四角い穴（ホゾ穴）をあける「角のみ」を軸に、自社ブランド品を一貫製造する産
業用機械刃物メーカーである。「角のみ」は住宅や社寺仏閣を建築する際の「ほぞ接ぎ」の必須工具で、同
社商品は機能性・品質を国内で評価され、高い市場占有率を獲得している。また、世界20数か国に輸出・
販売を行い、世界中の木材加工業界に浸透している。
　しかし、国内市場は少子高齢化、住宅工法の変化から縮小傾向にあり、今後の成長期待市場としてアジ
ア市場におけるシェア拡大を進め、「世界の角のみトップメーカー」を目指している。
　アジア市場は同社のコピー品が大量に流通しており、同社のブランド価値を訴求した販売促進活動及び
新興国のニーズに合わせた製品づくりが課題となっている。

　創業者は、英国発祥の角のみを研究し、「小林式角のみ」
を開発。国内の住宅加工の常識を塗り替え、事業の基礎を築
いた。現社長は、生産体制の高度化を図り、競合他社には真
似できない生産体制を構築することで、角のみ専門分野の
リーディングカンパニーに成長させた。
　後継者の現専務は、リーマンショックによる不況・国内市
場の縮小から業績の底を経験し、同社のあるべき姿を再設定
し、販売・生産・経営・人材などあらゆる面の問題解決に取
り組んでいる。
　商品原価を把握し、採算性を高めること、少人数で付加価
値の高い製品を効率よく生産すること、スタッフの知恵を引
き出し生産性を高めることなど、将来を展望して具現化のた
めに戦略の大転換を図った。
　多品種、少量、大量問わず、柔軟に対応できる生産の仕組
みを考案し、無人化・24時間操業など、海外市場攻略のた
め、徹底したローコストオペレーションに取り組んだ。仕上げ
等品質を担保する重要工程での熟練技能、専用機械の開発・
設備保全で培ってきた生産トラブルに対応する力など、創業

「産業用刃物」、「木材加工用刃物」、「製紙用刃物」、「リサイ
クル用刃物」、「木質バイオマス粉砕刃」、「ゴム加工刃」、「ハ
イス工具」産業用刃物の開発・製造・販売

　当社は「企業活動を通して社会の発展に貢献する」を企業
理念とし、戦後から日本人の暮らしに貢献してきました。全て
の日本人に深く浸透している「木」を加工する刃物を作り、日
本中の大工・建具メーカー・家具メーカーに提供してきました。
現在では世界中 20 数か国で木材加工産業を支えています。
　リーマンショックをきっかけに、対象市場の構造的な変化を
きちんと受け止め、強い危機感を持って事業転換に取り組んで
います。
　現在では、これまで主力だった国内市場から、長年の課題
であった「アジア市場の攻略」に挑戦しています。当社製品の
コピー品市場であったアジア市場を攻略するため、「価値ある
モノを生み出し、必要としているお客様にお届けする」という
ものづくりの原点を改めて振り返り、あるべき姿を見つめなお
しました。
　第 2 創業期を迎え、企業としての在り方から最新の生産設
備への刷新など、新たな挑戦の連続です。未知の世界への挑
戦は苦労も多いですが、一歩づつ地に足付けて前に進んでいき
たいと考えています。
　長い歴史の中で培われてきた守るべき
技術と時代の最先端の技術を組み合わ
せ、日本のものづくりに貢献できる企業
を目指していきます。

取り組みの背景

導入したロボットシステム 加工ワーク

導入した設備

取り組みの目標

取り組み内容 者・二代目が培ってきたDNAや匠の力を有効活用し、生産シ
ステムの高度化に挑戦している。

コア製品の生産無人化
・24時間稼働体制の確立

POINT

1
知恵を使い能力を
発揮できる組織づくり

POINT

2
　生産現場では、一人が7 ～ 8機の装置を操作しており、材
料の挿入・取り出しなど、管理するスタッフのマテリアルハン
ドリングによる負荷が積み上がっていた。そこで、まずNC制
御の工作機械で複数工程を集約化、次に問題分析・改善を
重ねてロボットによる自動化・24時間稼働を実現した。

　「知恵」を使い能力を発揮するため、全員参加する「考え
るトレーニング」をスタート、生産の研究課題を個人で検討
し、発表・質疑応答の場を毎月設けている。スタッフ作成
の検討シート全てに専務がコメントし、課題解決コミュニケー
ションを図るなど、価値を高める組織づくりに取組む。

株式会社 中橋製作所

COMPANY 
PROFILE
企業概要

事業内容

NC旋盤、NCフライス盤、NC工具研削盤、マシニングセンタ、
フライス盤、旋盤、高周波加熱装置、熱処理設備、ガンドリ
ルマシン、ショットブラスト、プレス、3次元測定機、硬度測
定機、平面研削盤、センターレス研磨機、円筒研磨機、万能
工具研削盤

所 在 地 〒673-0435 兵庫県三木市別所町高木20番地
T  E  L 0794-82-2212 
設　　立 昭和３６年１２月
代 表 者 代表取締役 中橋 久史
従業員数 ２８人（平成28年3月現在）
資 本 金 1,000万円
U  R  L  http://www.ns-co.com

主要生産設備

同社の強み

Q・C・D等生産の基本力強化のため、
戦略の明確化と情報共有による

課題解決コミュニケーションに取組む

国内ニッチトップから
　　　　  グローバルニッチ企業へ

専務取締役
中橋  久行氏

▲

高精度で安定した品質

▲

稼働率・生産性向上


